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現状課題の整理及び分析結果について 

1. 二次医療圏の現状と課題 

  （1）人口・医療施設・患者数等の現状 

  （2）医療需要予測 

  （3）地域医療構想等の確認 
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2. 新庄病院の現状と課題 

  （1）医療機能の検証 

  （2）経営分析 

  （3）地域の医療機関との連携状況 
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 １．二次医療圏の現状と課題 

  （1）人口・医療施設・患者数等の現状 

  （2）医療需要予測 

  （3）地域医療構想等の確認 
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 最上医療圏は県の北東部に位置し、新庄市・金山町・最上町・舟形町・真室川町・大蔵村・鮭川村・戸沢村の１市
4町３村で構成されており、香川県とほぼ同等の広大な面積を有している。 

 二次医療圏の中で最も人口が少なく、広範囲に点在する住民への医療提供体制の確立が今後の重要な検討課題
である。 

１）二次医療圏の概況（最上医療圏） 2 
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出典：第6次山形県保健医療計画(平成25年3月) 

区域 面積 人口 人口密度 

村山 2,619.14㎢ (28.1%) 563,473人 (48.2%) 215.14  

最上 1,803.62㎢ (19.3%) 84,319人 (7.2%) 46.75  

置賜 2,495.52㎢ (26.8%) 226,989人 (19.4%) 90.96  

庄内 2,405.18㎢ (25.8%) 294,143人 (25.2%) 122.30  

県全域 9,323.46㎢ (100%) 1,168,924人 (100%) 125.37  

山形県二次保健医療圏 



 最上医療圏は、「基準病床数に対する既存病床数」「人口10万対病床数」のどちらにおいても基準病床数及び全国
平均を上回っており、病床数は充足している。 

 人口10万対医療施設数は全国平均を下回る。 

2）二次保健医療圏の病床数 3 
 

  

区域 基準病床数 既存病床数 過不足 充足率 

村山 5,509床 5,654床 145  102.6% 

最上 466床 866床 400  185.8% 

置賜 1,656床 2,128床 472  128.5% 

庄内 2,519床 2,730床 211  108.4% 

県全域 10,150床 11,378床 1,228  112.1% 
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【療養病床及び一般病床の基準病床数】 

【人口10万人あたり病院病床数（一般・療養・精神・感染症・結核の総病床数）】 

出典：第6次山形県保健医療計画（平成25年3月） 

出典：厚生労働省「医療施設調査」（平成26年10月1日現在） 

地域 病院 一般診療所 歯科診療所 薬局 

全国 6.7  77.9  53.3  42.9  

山形県 5.9  79.2  41.5  45.5  

村山 5.9  84.6  46.3  46.7  

最上 6.0  68.6  36.1  42.1  

置賜 6.2  68.4  35.5  49.3  

庄内 5.5  80.3  38.4  41.2  

【人口10万人あたり医療施設数】 

出典：第6次山形県保健医療計画（平成25年3月） 
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 各医療圏が有する広大な面積に対し、急性期医療の中核を担う基幹病院は村山医療圏に集中している。 
 最上医療圏では新庄病院が唯一の基幹病院であるが、最上医療圏内に救命救急センターが設置されていないため、

当院で対応が困難な場合は山形大学医学部附属病院・県立中央病院・日本海総合病院が担っている。 

3）山形県の医療提供体制（三次医療機関及び各地域の基幹病院） 4 

 山形県立新庄病院 許可病床数452床 

 (高度5・急性期354・回復期40)☆● 

 公立置賜総合病院 許可病床数496床 

 (高度20・急性期450)★＊●〇 

 国立大学法人 山形大学医学部附属病院 

 許可病床数601床  

 (高度515・急性期86)★＊ 

 山形県立中央病院 許可病床数658床 

 (高度117・急性期511・回復期30) 

 ★＊● 

 山形市立病院済生館 

  許可病床数585床 

 (高度104・急性期481)●〇 

 社会福祉法人恩賜財団済生会 

 山形済生病院  許可病床数473床 

 (急性期369・回復期104)☆ 

 地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構 

 日本海総合病院 許可病床数642床 

 (高度260・急性期382床)☆●〇 

 鶴岡市立荘内病院 許可病床数521床 

 (高度172・急性期339・回復期10)☆〇 

 山形県立河北病院 

 許可病床数180床  

 (急性期120・回復期60)☆ 

 北村山公立病院 許可病床数360床 

 (急性期267・回復期48)☆ 

 米沢市立病院 許可床数322床 

 (高度５・急性期283・回復期34)☆ 

【凡例】 
★・・・3次救急医療機関 ＊・・・救急基幹センター 
☆・・・2次救急医療機関 ●・・・がん診療拠点 
〇・・・地域医療支援病院 
 

黄：三次救急  青：二次救急(高度急性期) 

緑：二次救急(急性期)  

（バブルサイズは病床規模を示す） 

出典：病床機能報告（平成28年度） 



 当院は圏内唯一の基幹病院として、専門性が高く、かつ幅広い診療体制の確保が求められている。 
 人口に対する医療施設数・病床数は全国平均と比較しても充足しているが、1施設が担うエリアが広域にわたってい

る。町村立へき地診療所が5ヵ所設置されており、へき地医療拠点病院である当院による代診医の派遣等の地域医
療支援活動が医療提供体制確立のための重要な役割を担っている。 

4）最上医療圏の医療提供体制 5 
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【凡例】 
 ＊…救急告示指定  
 ★…がん診療拠点 
 ☆…地域医療支援病院 
 ●…災害拠点病院 
 〇…へき地医療拠点 
 □…回復期リハビリ 
 

 紫：急性期 /青：慢性期/緑：精神 
 茶：へき地診療所（町村立） 
（バブルサイズは病床規模を示す） 

出典：病床機能報告（平成28年度） 

真室川町立釜淵診療所 真室川町立及位診療所 

大蔵村診療所 

戸沢村中央診療所 



 当院は稼働病床に対する病床利用率は圏内町立病院と同程度だが、許可病床に対する利用率が低く、現状を踏ま
えた新病院の病床数検討が必要である。 

 今後の当院のあるべき医療提供体制を検討するにあたって、当院だけでなく徳洲会病院も含めた病床再編のあり方
が課題である。 

5）最上医療圏 各医療機関の病床稼働状況 6 

施設名 
入院患者数 
（人／日） 

許可病床 稼働病床 

病床数 病床利用率 病床数 病床利用率 

県立新庄病院 295.9 452 65.5% 432 68.5% 

(H28年度 年報実績) 316.5 452 70.0% 386 82.0% 

新庄徳洲会病院 161.7  270  59.9% 251  64.4% 

新庄明和病院 ※精神科病床のため病床機能報告対象外 

最上町立最上病院 61.8  70  88.3% 70  88.3% 

町立真室川病院 47.5※  55  86.3% 55  86.3% 

三條医院 0.1  19  0.5% 2  5.0% 

若狭眼科 1.4  6  23.8% 6  23.8% 

金山診療所 4.9  19  25.9% 19  25.9% 

合計 573.3 891 64.3% 835 68.7% 

出典：病床機能報告（平成28年度） 

【療養病床及び一般病床の病床数・病床利用率】 

※：真室川病院のみ算出に利用した年間延べ患者数は病院個別データを利用 



 最上医療圏において、診療領域の多くを当院がカバーしており、特に分娩や外科系診療は当院が単独で担っている。 
 一方で、心臓血管外科・腫瘍内科等は当院でも標榜されておらず、今後の疾病動向を踏まえた当院の担うべき機能

の明確化、他医療機関との連携体制のあり方が課題である。 
 当院では常勤医師不在の診療科も多く、新病院に向けて重点を置く診療分野の検討と同時に、医師確保が課題と

なる。 

6）最上医療圏 各医療機関の診療科一覧（外来） 7 
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県立新庄病院 452 2 ○     ○ ○  ○ ○        ○ ○ ○ ○ ○ ○    ○  ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 非  21 

新庄徳洲会病院 270   ○         ○ ○         ○ ○   ○             ○   ○ ○     9 

新庄明和病院 180       ○ ○                                                   2 

町立最上病院 70   ○       ○  ○            ○ ○                   ○ ○           7 

町立真室川病院 55   ○                       ○                       ○         3 

三條医院 19   ○ ○                 ○                       ○             4 

若狭眼科 6                                                 ○           1 

町立金山診療所 19   ○                   ○ ○ ○                                 4 

出典：東北厚生局「コード内容別医療機関一覧表(平成28年5月1日現在)」、各施設ホームページ 



 当院は、最上医療圏で唯一がん診療拠点病院・災害拠点病院の指定を受けており、新病院ではがん治療設備や災
害時のトリアージスペースといったハード面の整備が重要となる。 

7）最上医療圏 各医療機関の診療科目・主要施設基準 8 
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県立新庄病院 〇     〇 〇 〇 〇 〇     〇  〇     - 

新庄徳洲会病院 〇                       〇   
通所リハビリ、訪問看護、介護支援 
訪問診療、訪問リハビリ、訪問介護 

新庄明和病院                           〇  - 

町立最上病院 〇                           

通所リハビリ、介護支援、ショートステイ、老健、 
グループホーム、高齢者生活福祉センター 
健康センター、健康クラブ・高齢者福祉センター 
デイサービスセンター 

町立真室川病院 〇                           
訪問看護、訪問診療、介護支援 
ショートステイ、特老、診療所 

三條医院                             - 

若狭眼科                             - 

町立金山診療所 〇                           - 

出典：各施設ホームページ、第2回山形県立新庄病院改築整備検討委員会資料 



 当院以外の医療機関は常勤医が10名以下である。今後、山形大学医学部附属病院や山形県立中央病院等との
連携によって、臨床研修指定病院である当院が中心となって、医師の育成・派遣体制について検討が必要である。 

 当院はへき地医療拠点病院として、代診医の派遣や診療所への医療支援機能を担っている。 
 当医療圏では、今後も継続して自治医科大学の地域医療従事医師または県修学資金貸与医師の派遣を受けてい

く必要がある。 

8）最上医療圏 各医療機関の人員体制 ①実人数（常勤） 9 

施設名 
県立新庄 

病院 
新庄徳洲会

病院 
新庄明和 

病院 
町立最上 

病院 
町立真室川 

病院 
三條医院 若狭眼科 

町立金山 
診療所 

439床 226床 180床 70床 55床 2床 6床 19床 

医師 52 9 3 5 4 2 1 2 

看護師 272 54 58 38 29 12 

准看護師 8 21   8 1 3 4 3 

看護補助者 49 51 12 14 0 1 2 

助産師 24   

薬剤師 14 4 1 1 1 

放射線技師 13 不明 不明 不明 不明       

臨床検査技師 21 不明 不明 不明 不明       

理学療法士 10 15 不明 2 3 1 

作業療法士 5 8 不明 1 0 

言語聴覚士 3 3 不明 0 0 

管理栄養士 5 不明  不明  不明 不明 

臨床工学技士 4 13   

精神保健衛生士     3           

施設名 全国 山形県 村山 最上 置賜 庄内 

実数 295,049 2,589 1,567 116 387 519 

人口10万対 230.0 221.5 278.1 137.6 170.5 176.4 

【各医療機関の人員体制一覧（常勤数のみ）】 

【医師数の状況】 

出典：医師数…東北厚生局「コード内容別医療機関一覧表(平成28年5月1日現在)」、新庄病院…常勤換算職員数(平成29年度体制,新庄病院集計データ) 

新庄明和病院…山形県看護協会、その他…病床機能報告(平成26年度) 

出典：第6次山形県保健医療計画(平成25年3月) 



9）将来推計人口 (年齢3区分) ①全国   

 全国の将来推計人口は、2015年から一貫して減少する見込みである。 
 65歳未満の人口は減少の見込みだが、65歳以上の人口は一貫して増加し、2025年の構成比は3割に達する。 

出典：国立社会保障人口問題研究所 平成25年3月推計「日本の地域別将来推計人口（都道府県・市区町村）」 
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（単位：千人） 
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9）将来推計人口 (年齢3区分) ②山形県全域   

 山形県の将来推計人口は、2015年から一貫して減少する見込みである。 
 65歳以上の人口は、2030年から減少する見込みだが、2025年の構成比は35.7%と全国より高い水準である。 
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出典：国立社会保障人口問題研究所 平成25年3月推計「日本の地域別将来推計人口（都道府県・市区町村）」 
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9）将来推計人口 (年齢3区分) ③最上医療圏   

 最上医療圏の将来推計人口は、2015年から一貫して減少の見込みであり、全国・山形県より減少率が高い。 
 2030年以降、65歳以上人口の占める割合は40%を超える一方で15歳～64歳人口の割合は50%を割込む見

込みであり、全国や山形県に比べても高齢化率が高い。 
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出典：国立社会保障人口問題研究所 平成25年3月推計「日本の地域別将来推計人口（都道府県・市区町村）」 



9）将来推計人口 (年齢3区分) ④診療圏（最上医療圏＋尾花沢市＋大石田町）   

 最上医療圏の将来推計人口は、2015年から一貫して減少の見込みであり、最上医療圏より減少率が高い。 
 2025年以降、65歳以上人口の占める割合は40%を超える一方で、2030年以降の15歳～64歳人口の割合は

50%を割込む見込みであり、高齢化率は最上医療圏とほぼ同じ。 

13 

出典：国立社会保障人口問題研究所 平成25年3月推計「日本の地域別将来推計人口（都道府県・市区町村）」 
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 最上医療圏での死因第一位は悪性新生物(がん)であり、全国平均よりも高い。当院は地域がん診療連携拠点病
院として化学療法・放射線治療や緩和ケアの充実が求められている。 

 脳血管疾患及び心疾患による死亡率は全国平均を大幅に上回っており、急性期の患者への対応には山形大学医学
部附属病院や県立中央病院との連携体制の強化が必要となる。 

10）全国・山形県・最上医療圏の主要死因 14 

単位：人 

主な死因 
全国 山形県 最上医療圏 

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 

がん 343.4  219.2  279.7  416.9  261.8  355.9  408.3  306.2  355.2  

脳血管疾患 97.9  97.6  97.7  145.9  155.0  150.4  219.1  200.3  209.3  

心疾患 144.2  155.2  149.8  178.5  202.1  190.5  224.0  237.1  230.8  

糖尿病 12.4  10.5  11.4  11.8  11.4  11.6  17.4  11.5  14.4  

自殺 34.2  13.2  23.4  38.7  15.1  26.4  47.3  20.7  33.5  
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出典：第6次山形県保健医療計画(平成25年3月) 

【疾病別死亡率（人口10万人あたり）】 



 １．二次医療圏の現状と課題 

  （1）人口・医療施設・患者数等の現状 

  （2）医療需要予測 

  （3）地域医療構想等の確認 
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市町村名 
退院患者数/年 

（一連の再入院除く） 
構成比 

積み上げ 
構成比 

新庄市  2,933 43.9% 43.9% 

最上郡最上町  611 9.1% 53.1% 

最上郡真室川町  589 8.8% 61.9% 

最上郡金山町  549 8.2% 70.1% 

最上郡舟形町  475 7.1% 77.2% 

最上郡戸沢村  430 6.4% 83.7% 

最上郡鮭川村  358 5.4% 89.0% 

最上郡大蔵村  250 3.7% 92.8% 

尾花沢市  196 2.9% 95.7% 

北村山郡大石田町  55 0.8% 96.5% 

東根市  18 0.3% 96.8% 

山形市  16 0.2% 97.0% 

 当院の平成28年度の退院患者は、新庄市を中心に、最上医療圏全域から来院している。また、村山医療圏の尾花

沢市からも200人弱の患者が来院している。 

 当院の診療圏は、最上医療圏全域に尾花沢市及び大石田町を加えた範囲と考えられる。 

１）当院の診療圏 16 

出典：山形県立新庄病院DPCデータ 

【当院の平成28年度住所地別退院患者数/年】 

最上医療圏 

村山医療圏 

【当院の診療圏】 

※退院患者数10人以上の市町村 



 山形県の入院受療率においては、精神障害、神経系疾患、新生物、呼吸器系、消化器系疾患等が全国と比較して
高い水準にある。 

２）傷病別受療率 ①入院 17 

出典：厚生労働省「平成26年患者調査」 

【 傷病別受療率(入院) 】 ※患者住所地ベース (人/日、10万人当たり) 
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全国 山形県 



 山形県の外来受療率においては、消化器系、循環器系が高い水準にある。全国平均と比較すると、特に精神障害、
循環器系、呼吸器系・消化器系の疾患の受療率が高い。 
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(人/日、10万人当たり) 

出典：厚生労働省「平成26年患者調査」 

【 傷病別受療率(外来) 】 

２）傷病別受療率 ②外来 
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【最上医療圏のMDC別患者流出入割合】 

 最上医療圏の患者は、合計で24.2%が他医療圏に流出している。 
 患者流出状況をMDC別にみると、ほぼ全疾患が流出傾向にある。特に、眼科系、筋骨格系、乳房、女性系疾患の

流出率が高い。 

３）最上医療圏MDC別患者流出入 ①流出入割合 

出典：厚生労働省「平成28年度第4回診療報酬調査専門組織・DPC評価分科会」資料より 
     最上医療圏のDPC病院のMDC別患者数(医療機関所在地ベース)÷DPC病院のMDC別患者数(患者住所地ベース)－１により算出 
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※精神はデータなし 
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【最上医療圏のMDC別流出入実患者数】 

 最上医療圏の患者は、合計で1,636人が他医療圏に流出している。 
 患者流出状況をMDC別にみると、眼科系、循環器系、消化器系、筋骨格系、女性系疾患の患者数が多い。 

３）最上医療圏MDC別患者流出入 ②実患者数 20 

※1 患者数は年間患者数 
※2 精神はデータなし 
 

出典：厚生労働省「平成28年度第4回診療報酬調査専門組織・DPC評価分科会」資料より 
     最上医療圏のDPC病院のMDC別患者数（ 患者住所地ベース）－ DPC病院のMDC別患者数（医療機関所在地ベース)により算出 

合計：1,636人 



 最上医療圏の2025年の将来推計入院患者数は、合計では減少すると予測される。 
 2025年における患者数が多い傷病は精神障害、循環器系(脳血管疾患)、新生物(悪性新生物)、神経系等であ

る。また、呼吸器系の疾患の患者のみ増加する見込みである。 

４）最上医療圏 将来推計入院患者予測 21 
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【 最上医療圏の将来推計入院患者及び増加率 】 

出典：国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」の最上医療圏の将来推計人口に 
     厚生労働省「平成26年患者調査」の山形県疾病別受療率を乗じて算出 

傷病分類あたり平均患者数 



 診療圏の2025年の将来推計入院患者数は、全ての傷病において減少すると予測される。 
 2025年における患者数が多い傷病は精神障害、循環器系(脳血管疾患)、新生物(悪性新生物)、神経系等であ

る。 

５）診療圏(最上医療圏＋尾花沢市＋大石田町) 将来推計入院患者予測 22 

【 診療圏の将来推計入院患者及び増加率 】 
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Ｈ27 

2025年 
Ｈ37 

増加率 

Ⅰ 感染症 14.7 14.0 -5.2% 

Ⅱ 新生物 137.6 130.4 -5.3% 

 （悪性新生物） 122.1 116.6 -4.5% 

Ⅲ 血液及び免疫 8.1 7.6 -6.1% 

Ⅳ 内分泌 23.3 22.9 -2.0% 

Ⅴ 精神障害 266.2 235.9 -11.4% 

Ⅵ 神経系 128.1 121.3 -5.3% 

Ⅶ 眼 13.3 13.1 -1.2% 

Ⅷ 耳 3.2 2.9 -11.3% 

Ⅸ 循環器系 203.3 195.1 -4.0% 

 （心疾患） 51.4 49.5 -3.7% 

 （脳血管疾患） 130.8 125.6 -4.0% 

Ⅹ 呼吸器系 95.8 95.7 -0.2% 

ⅩⅠ 消化器系 70.7 66.9 -5.4% 

ⅩⅡ 皮膚 12.6 12.1 -4.0% 

ⅩⅢ 筋骨格系 60.5 57.2 -5.5% 

ⅩⅣ 腎尿路生殖器 47.1 45.2 -4.0% 

ⅩⅤ 妊娠，分娩 18.6 15.2 -18.2% 

ⅩⅥ 周産期 7.6 5.9 -22.9% 

ⅩⅦ 先天奇形 4.8 3.7 -22.7% 

ⅩⅧ 異常所見 20.8 20.4 -1.6% 

ⅩⅨ 損傷，中毒 102.6 97.5 -5.1% 

ⅩⅩⅠ その他 9.3 7.8 -16.0% 

合計 1,248.3 1,170.6 -6.2% 
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（悪性新生物） 

Ⅴ 精神障害 
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Ⅹ 呼吸器系 ⅩⅠ 消化器系 
ⅩⅡ 皮膚 ⅩⅢ 筋骨格系 
ⅩⅣ 腎尿路生殖器 ⅩⅤ 妊娠，分娩 
ⅩⅥ 周産期 ⅩⅦ 先天奇形 
ⅩⅧ 異常所見 ⅩⅨ 損傷，中毒 
ⅩⅩⅠ その他 

傷病分類あたり平均患者数 

出典：国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」の診療圏の将来推計人口に 
     厚生労働省「平成26年患者調査」の山形県疾病別受療率を乗じて算出 
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ⅩⅥ 周産期 ⅩⅦ 先天奇形 

ⅩⅧ 異常所見 ⅩⅨ 損傷，中毒 

ⅩⅩⅠ その他 

 最上医療圏の2025年の将来推計外来患者数は、全ての傷病において減少すると予測される。 
 2025年における患者数が多い傷病は循環器系、消化器系、筋骨格系等である。 

６）最上医療圏 将来推計外来患者予測 23 
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傷病分類 
2015年 

Ｈ27 
2025年 

Ｈ37 
増加率 

Ⅰ 感染症 110.9 96.8 -12.8% 

Ⅱ 新生物 171.2 160.3 -6.4% 

 （悪性新生物） 130.9 125.0 -4.5% 

Ⅲ 血液及び免疫 18.7 16.9 -9.9% 

Ⅳ 内分泌 284.7 263.3 -7.5% 

Ⅴ 精神障害 316.8 280.9 -11.3% 

Ⅵ 神経系 159.6 151.0 -5.4% 

Ⅶ 眼 214.0 198.1 -7.4% 

Ⅷ 耳 64.0 56.7 -11.4% 

Ⅸ 循環器系 874.6 836.6 -4.3% 

 （心疾患） 114.6 112.3 -2.0% 

 （脳血管疾患） 74.6 73.3 -1.7% 

Ⅹ 呼吸器系 464.6 385.0 -17.1% 

ＸⅠ消化器系 880.4 783.8 -11.0% 

ⅩⅡ 皮膚 193.3 168.0 -13.1% 

ⅩⅢ 筋骨格系 592.8 570.3 -3.8% 

ⅩⅣ 腎尿路生殖器 140.8 129.0 -8.4% 

ⅩⅤ 妊娠，分娩 7.4 6.2 -15.9% 

ⅩⅥ 周産期 2.1 1.7 -22.6% 

ⅩⅦ 先天奇形 3.6 3.0 -16.3% 

ⅩⅧ 異常所見 45.9 41.9 -8.7% 

ⅩⅨ 損傷，中毒 182.7 159.3 -12.8% 

ⅩⅩⅠ その他 393.9 354.9 -9.9% 

合計 5,122.1 4,663.7 -9.0% 

※受療率は患者住所地ベース 

将来推計患者数(2025年) 

【 最上医療圏の将来推計外来患者及び増加率 】 

出典：国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」の最上医療圏の将来推計人口に 
     厚生労働省「平成26年患者調査」の山形県疾病別受療率を乗じて算出 

傷病分類あたり平均患者数 
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ⅩⅡ 皮膚 ⅩⅢ 筋骨格系 
ⅩⅣ 腎尿路生殖器 ⅩⅤ 妊娠，分娩 
ⅩⅥ 周産期 ⅩⅦ 先天奇形 
ⅩⅧ 異常所見 ⅩⅨ 損傷，中毒 
ⅩⅩⅠ その他 

 診療圏の2025年の将来推計外来患者数は、全ての傷病において減少すると予測される。 
 2025年における患者数が多い傷病は循環器系、消化器系、筋骨格系、精神障害、内分泌等である。 

７）診療圏(最上医療圏＋尾花沢市＋大石田町) 将来推計外来患者予測 24 

【 診療圏の将来推計外来患者及び増加率 】 

将来推計患者数(2025年) 
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) 

※受療率は患者住所地ベース 

傷病分類 
2015年 
Ｈ27 

2025年 
Ｈ37 

増加率 

Ⅰ 感染症 146.1 126.6 -13.3% 

Ⅱ 新生物 228.2 212.1 -7.1% 

 （悪性新生物） 175.0 165.9 -5.2% 

Ⅲ 血液及び免疫 24.8 22.2 -10.5% 

Ⅳ 内分泌 379.0 347.5 -8.3% 

Ⅴ 精神障害 420.0 369.5 -12.0% 

Ⅵ 神経系 214.8 201.1 -6.4% 

Ⅶ 眼 285.1 261.8 -8.2% 

Ⅷ 耳 84.7 74.5 -12.0% 

Ⅸ 循環器系 1,174.5 1,112.9 -5.3% 

 （心疾患） 154.3 149.9 -2.9% 

 （脳血管疾患） 100.7 98.1 -2.6% 

Ⅹ 呼吸器系 607.2 499.8 -17.7% 

ⅩⅠ 消化器系 1,164.3 1,029.5 -11.6% 

ⅩⅡ 皮膚 254.3 219.7 -13.6% 

ⅩⅢ 筋骨格系 795.1 758.6 -4.6% 

ⅩⅣ 腎尿路生殖器 187.1 170.3 -9.0% 

ⅩⅤ 妊娠，分娩 9.5 7.8 -17.4% 

ⅩⅥ 周産期 2.7 2.1 -22.9% 

ⅩⅦ 先天奇形 4.7 3.9 -16.8% 

ⅩⅧ 異常所見 60.8 55.2 -9.2% 

ⅩⅨ 損傷，中毒 241.5 209.2 -13.4% 

ⅩⅩⅠ その他 522.1 467.1 -10.5% 

合計 6,807 6,151 -9.6% 

傷病分類あたり平均患者数 

出典：国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」の診療圏の将来推計人口に 
     厚生労働省「平成26年患者調査」の山形県疾病別受療率を乗じて算出 



 １．二次医療圏の現状と課題 

  （1）人口・医療施設・患者数等の現状 

  （2）医療需要予測 

  （3）地域医療構想等の確認 
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 2016年の病床機能報告では高度急性期5床・急性期602床・回復期84床・慢性期147床で合計891床となっ

ているが、医療圏全体では2022年では急性期が602床から596床となる予定である。 

26 

出典：山形県病床機能報告（平成28年度） 

1）最上医療圏の病床機能報告結果及び将来推計必要病床数（医療機関別） 

施設名称 全体 高度 急性期 回復期 慢性期 休棟等 

県立新庄病院 452 5 354 40   53 

真室川病院 55   55     

最上病院 70   50   20 

新庄徳洲会病院 270   118 44 108 

三條医院 19   19     

若狭眼科 6   6     

金山診療所 19       19 

合計 891 5 602 84 147 53 

施設名称 全体 高度 急性期 回復期 慢性期 休棟等 

県立新庄病院 452 5 354 40 53 

真室川病院 55 55 

最上病院 70 50 20 

新庄徳洲会病院 270 118 44 108 

三條医院 19 19 

若狭眼科 6 0 6 

金山診療所 19 19 

合計 891 5 596 84 147 59 

【 2016年 病床機能報告 】 

【 6年後（2022年）の予定】 

※町立最上病院はH29.7.1より全体病床数60床(急性期60床)に変更されている 



 病床機能報告では高度急性期5床・急性期602床・回復期84床・慢性期147床・休棟等53床で合計891床と
なっている。 

 将来推計必要病床数は高度急性期43床・急性期210床・回復期236床・慢性期85床、合計574床となって 
   いる。 
 病床機能報告と試算結果の差異は高度急性期38床不足・急性期392床過剰・回復期152床不足・慢性期62床

過剰で、合計317床過剰となり、合計では過剰だが、高度急性期、回復期の病床が不足する見込みである。 

27 

出典：山形県病床機能報告、第2回病床機能検討部会資料 

2）最上医療圏の病床機能報告結果及び将来推計必要病床数（全体） 
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【病床機能報告および将来必要病床数】 

休棟等 慢性期 回復期 急性期 高度急性期 

高度急性期：38床不足 

急性期：392床過剰 

回復期：152床不足 

慢性期：62床過剰 

合計：317床過剰 



 ２．新庄病院の現状と課題 
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  （1）医療機能の検証 

  （2）経営分析 

  （3）地域の医療機関との連携状況   



29 １）地域医療構想ガイドラインに基づく医療機能検証の前提条件 

医療資源投入量が3,000点以上の患者。 
※回復期リハビリテーション病棟入院料算定患者を除く。 

高度急性期 

①医療資源投入量が600点以上3,000点未満。 
②医療資源投入量が175点以上600点未満の患者で、早期リハ加算等を加えた医療資源投入量が600点以上。 
上記①と②の総数を急性期機能の患者と算出。 ※回復期リハビリテーション病棟入院料算定患者を除く。 

急性期 

①医療資源投入量が175点以上600点未満。 
②医療資源投入量が175点未満の患者で、早期リハ加算等を加えた医療資源投入量が175点以上。 
※上記①、②からは回復期リハビリテーション病棟入院料算定患者を除く。 
③回復期リハビリテーション病棟入院料算定患者。  ①、②、③の総数を回復期機能の患者と算出。 

回復期 

上記のいずれの区分にも属さない患者。 

慢性期・在宅等 

※医療資源投入量：入院基本料相当分（診療報酬の第1節入院基本料に相当する点数の1人1日当たり点数の平均）、 
              リハビリテーション料、食事療養費を除く、患者1人1日当たりの出来高点数 



 病院が自主的に報告する病床機能は、高度急性期5床、急性期354床、回復期40床、無回答53床、 
合計452床である。 

 地域医療構想ガイドラインに基づき、一日当たり患者数を推計した結果は、高度急性期34人、急性期138人、 
回復期93人、慢性期・在宅等44人、合計309人である。 

 地域医療構想ガイドラインの計算方法を前提とすると、現状では急性期病棟の多くが回復期または慢性期の対象患
者であり、急性期機能のあり方が課題である。また、高度急性期機能の拡充についても検討が必要と考えられる。 

２）当院の医療機能の検証 30 

医療機能 
H28病床機能報告 

（病床数） 
H28試算結果 
（患者数/日） 

差異 

高度急性期 5 34 -29 

急性期 354 138 216 

回復期 40 93 -53 

慢性期・在宅等   44 -44 

無回答 53  53 

合計 452 309 143 

出典：H28病床機能報告は山形県病床機能報告より。H28試算結果はH28年度の山形県立新庄病院DPCデータより試算 

【新庄病院の病床機能報告と現状の機能別患者数の状況】 



 外科、眼科、耳鼻咽喉科、小児科、整形外科、内科、泌尿器科、放射線科は、高度急性期・急性期の患者構成比
が50%を超えている。 

 形成外科、産婦人科、脳神経外科は、回復期・慢性期・在宅等の患者構成比が50%を上回る水準にある。 

３）診療科別 医療機能別 患者構成比 31 

出典：山形県立新庄病院DPCデータ 
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【平成28年度 診療科別 医療機能別 患者構成比】 
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【平成28年度 診療科別 DPC入院期間別 退院患者構成比】 

入院期間Ⅰ 入院期間Ⅱ 入院期間Ⅲ 入院期間Ⅲ越え 

 入院期間Ⅱ以内の退院患者の構成比は、合計で61.6%である。 
 入院期間Ⅱ越えの退院患者の構成比は、合計で38.3%である。診療科別では、産婦人科、脳神経外科、内科、

整形外科、耳鼻咽喉科の順にⅡ越え構成比が高い。 

４）診療科別 DPC入院期間別 退院患者構成比 32 

出典：山形県立新庄病院DPCデータ 



 ２．新庄病院の現状と課題 
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  （1）医療機能の検証 

  （2）経営分析 

  （3）地域の医療機関との連携状況   



１）時系列経営分析 ①収益・費用の推移（過去3ヶ年） 34 

出典：会計決算表（H26～H28） 

単位：千円 

項目 H26年度 H27年度 H28年度 

収
益
的
収
入 

医
業
収
益 

入 院 収 益 4,696,241 4,804,646 4,962,387 
外 来 収 益 1,945,746 1,908,763 1,934,002 
他 医 業 収 益 323,753 297,485 288,037 
小  計 6,965,740 7,010,894 7,184,426 

医 業 外 収 益 1,252,889 
(844,280) 

1,286,099 
(882,702) 

1,120,292 
(722,157) （ う ち 一 般 会 計 繰 入 金 ） 

特 別 利 益 898,810 6,306 4,075 
計 9,117,439 8,303,299 8,308,793 

収
益
的
支
出 

医
業
費
用 

給 与 費 
（ う ち 退 職 給 付 費 ） 

4,635,092 
(0) 

4,738,135 
(214,196) 

4,766,797 
(203,316) 

材 料 費 1,545,658 1,504,659 1,492,573 
（ う ち 薬  品  費 ） (794,647) (722,052) (705,170) 
（ う ち 診 療 材 料 費 ） (681,819) (714,273) (717,462) 
経 費 1,287,707 1,212,881 1,196,402 
減 価 償 却 費 544,501 516,173 566,629 
資 産 減 耗 費 46,843 21,684 25,092 
研 究 研 修 費 53,293 51,692 53,607 
小  計 8,113,094 8,045,224 8,101,100 

医 業 外 費 用 243,452 244,731 225,643 
特 別 損 失 4,209,136 20,947 13,869 
予 備 費 0 0 0 

計 12,565,682 8,310,902 8,340,612 
当 年 度 損 益 -3,448,243 -7,603 -31,819 
  前 年 度 末 未 処 理 欠 損 金 -4,577,194 -8,025,437 -8,033,040 
  当 年 度 末 未 処 理 欠 損 金 -8,025,437 -8,033,040 -8,064,859 
医 業 収 支 比 率 85.9% 87.1% 88.7% 
経 常 収 支 -137,917 7,038 -22,025 
経 常 収 支 比 率 98.3% 100.1% 99.7% 
減 価 償 却 引 当 前 収 支 -143,599 86,543 262,356 
資 本 的 収 支 補 填 額 308,803 341,798 276,147 
繰 越 財 源 等 調 整 額 0 0 0 
実 質 収 支 -452,402 -255,255 -13,791 

 入院収益は毎年増加し、医業収支比率も改善傾向にある。 
 H28年度対26年度では、外来収益はほぼ一定（99.4％）だが、入院収益は増加（105.7%）している。 
 給与費が微増しているものの、医薬品費や経費は減少傾向にある。 



１）時系列経営分析 ②診療科別収益の推移（過去3ヶ年） 35 

出典：病院概要（H26～H28）より作成 

（単位：百万円） 

診療科 

収入  

総収入 入院  外来  

H26 H27 H28 H26 H27 H28 H26 H27 H28 

内科 2,771 2,842 2,928 2,128.6 2,141.3 2,206.9 642.1 701.0 721.1 

神経内科 26 25 21 0.4 0.7 1.5 25.1 24.5 19.8 

小児科 207 194 184 129.8 129.0 124.9 77.6 64.8 58.9 

外科 704 689 812 483.8 477.0 616.0 219.7 211.6 196.1 

整形外科 905 956 982 725.5 849.6 866.5 179.7 106.9 115.8 

形成外科 98 91 87 67.3 64.4 58.1 30.2 27.1 29.4 

脳神経外科 460 484 421 383.7 405.1 341.9 76.1 79.4 79.0 

皮膚科 23 31 30 1.1 1.2 1.0 22.2 29.8 29.4 

泌尿器科 556 548 562 147.5 145.3 152.1 408.7 402.6 409.6 

人工透析(再掲) 330 320 324 44.4 33.2 31.2 285.9 287.3 292.4 

産婦人科 380 405 423 327.7 348.0 365.0 52.5 57.0 58.4 

眼科 108 86 87 51.1 33.7 33.7 57.3 52.1 53.3 

耳鼻いんこう科 358 320 305 228.9 187.8 178.3 129.4 132.1 126.5 

放射線科 32 35 49 5.5 3.7 7.1 26.6 30.8 41.5 

合計 6,628 6,706 6,892 4,681 4,787 4,953 1,947 1,920 1,939 

 総収入は毎年増加傾向にあり、入院収入も過去3ヶ年増加傾向にある。 
 外来収入はH27年度に前年度から約2,700万円の減収となったものの、H28年度には約1,900万円の増収とな

り回復している。 



１）時系列経営分析 ③診療科別の診療単価の推移（過去3ヶ年） 36 

（単位：円／人） 

診療科 

診療単価 

入院 外来  

H26 H27 H28 H26 H27 H28 

内科 39,793 38,463 39,851 11,009 12,147 12,624 

神経内科 - - - 7,982 7,675 6,601 

小児科 36,302 36,036 37,125 6,824 5,999 6,087 

外科 60,516 62,925 65,614 20,995 21,385 19,753 

整形外科 44,395 49,226 45,874 10,250 6,134 5,594 

形成外科 52,402 54,867 56,718 5,389 5,462 5,854 

脳神経外科 32,722 34,375 32,718 7,927 7,947 8,241 

皮膚科 - - - 3,334 3,292 3,089 

泌尿器科 38,962 48,282 59,824 13,813 12,258 20,126 

人工透析(再掲) 11,746 12,848 - 30,601 29,623 - 

産婦人科 35,425 34,448 35,371 2,358 2,584 2,799 

眼科 85,823 90,385 77,491 5,419 5,277 5,284 

耳鼻いんこう科 42,729 44,419 47,592 7,314 8,164 8,466 

放射線科 - - 0 16,281 15,860 14,846 

合計 40,337 41,033 42,870 10,085 9,989 10,017 

 入院単価は毎年増加傾向にあり、特に外科・形成外科・泌尿器科・耳鼻咽喉科の伸び率が高い。 
 外来単価はH27年度に前年度から約100円減となったものの、H28年度に回復しており、特に泌尿器科の診療単

価が大きく増加している。 

出典：病院概要（H26～H28）より作成 



１）時系列経営分析 ④診療科別の患者数の推移（過去3ヶ年） 37 

（単位：人） 

診療科 

患者数（延） 
入院 1日平均患者数 外来  1日平均患者数 

H26 H27 H28 H26 H27 H28 H26 H27 H28 H26 H27 H28 

内科 56,784 57,631 55,377 156 158 152 58,322 57,710 57,116 237 237 234 

神経内科 - - - - - - 3,149 3,193 3,004 13 13 12 

小児科 3,575 3,584 3,363 10 10 9 11,370 10,801 9,677 46 44 40 

外科 8,061 7,590 9,388 22 21 26 10,465 9,895 9,929 43 41 41 

整形外科 16,680 17,562 18,888 46 48 52 17,536 17,428 20,699 71 71 85 

形成外科 1,313 1,327 1,024 4 4 3 5,597 4,966 5,013 23 20 21 

脳神経外科 11,740 11,896 10,451 32 33 29 9,600 9,986 9,581 39 41 39 

皮膚科 - - - - - - 6,653 9,037 9,500 27 37 39 

泌尿器科 2,691 2,341 2,543 7 6 7 18,234 19,105 20,350 74 78 83 

人工透析(再掲) - - - - - - - - - - - - 

産婦人科 9,249 10,110 10,320 25 28 28 22,255 22,055 20,845 90 90 85 

眼科 595 373 435 2 1 1 10,577 9,874 10,078 43 40 41 

耳鼻いんこう科 5,357 4,243 3,746 15 12 10 17,694 16,179 14,939 72 66 61 

放射線科 - - - - - - 1,634 1,944 2,798 7 8 11 

合計 116,045 116,657 115,535 318 320 317 193,086 192,173 193,529 785 788 793 

 １日平均患者数をみると、入院・外来ともに過去３ヶ年の患者数は同水準を保っているが、入院延患者数は減少傾
向にある。 

 外科・整形外科・産婦人科は、入院の延患者数・１日平均患者数ともに増加傾向にある。 

出典：病院概要（H26～H28）より作成 



１）時系列経営分析 ⑤診療科別の医師数の推移（直近3ヶ年） 38 

（単位：人） 

診療科 

医師数 

常勤 非常勤 
備考 

H27 H28 H29 H27 H28 H29 

内科 11 11 12 8 8 10 
(兼)循環器内科 
・人工透析室 

神経内科 - - - 1 1 2   

小児科 3 4 3 5 7 9   

外科 6 7 7 - - - (兼)乳腺外科 

整形外科 4 4 4 3 4 5   

形成外科 2 2 2 2 2 2   

脳神経外科 2 2 2 - - - (兼)リハビリテーション科 

皮膚科 1 1 1 4 2 3   

泌尿器科 2 2 2 2 2 2   

人工透析(再掲) (5) (4) (4) 3 3 3   

産婦人科 4 4 4 8 7 7   

眼科 2 2 2 1 1 1   

耳鼻いんこう科 4 3 3 3 3 3   

放射線科 3 3 3 - - -   

病理科 - - - 2 2 2 

麻酔科 1 1 1 5 5 5 

研修医 2 1 1 - - - 

合計 47 47 47 47 47 54 
・麻酔科医除く 
・研修医除く 

 常勤医師数は直近３年間は47名と増減はないが、非常勤医師数がH29年度に7名増加している。 
 H29年度は、内科で常勤・非常勤ともに増員されているが、小児科は常勤数が1名減となった一方で非常勤数は2

名増員されている。 

出典：病院概要（H26～H28）より作成 



１）時系列経営分析 ⑥診療科別収益・患者数・診療単価の推移（外来） 39 

診療科 
外来収入（百万円） 外来診療単価（円） 外来延患者数（人） 外来1日平均患者数(人) 

H26 H27 H28 H26 H27 H28 H26 H27 H28 H26 H27 H28 

内科 642.1 701.0 721.1 11,009 12,147 12,624 58,322 57,710 57,116 237 237 234 

神経内科 25.1 24.5 19.8 7,982 7,675 6,601 3,149 3,193 3,004 13 13 12 

小児科 77.6 64.8 58.9 6,824 5,999 6,087 11,370 10,801 9,677 46 44 40 

外科 219.7 211.6 196.1 20,995 21,385 19,753 10,465 9,895 9,929 43 41 41 

整形外科 179.7 106.9 115.8 10,250 6,134 5,594 17,536 17,428 20,699 71 71 85 

形成外科 30.2 27.1 29.4 5,389 5,462 5,854 5,597 4,966 5,013 23 20 21 

脳神経外科 76.1 79.4 79.0 7,927 7,947 8,241 9,600 9,986 9,581 39 41 39 

皮膚科 22.2 29.8 29.4 3,334 3,292 3,089 6,653 9,037 9,500 27 37 39 

泌尿器科 408.7 402.6 409.6 13,813 12,258 20,126 18,234 19,105 20,350 74 78 83 

人工透析(再掲) 285.9 287.3 292.4 30,601 29,623 - - - - - - - 

産婦人科 52.5 57.0 58.4 2,358 2,584 2,799 22,255 22,055 20,845 90 90 85 

眼科 57.3 52.1 53.3 5,419 5,277 5,284 10,577 9,874 10,078 43 40 41 

耳鼻いんこう科 129.4 132.1 126.5 7,314 8,164 8,466 17,694 16,179 14,939 72 66 61 

放射線科 26.6 30.8 41.5 16,281 15,860 14,846 1,634 1,944 2,798 7 8 11 

合計 1,947 1,920 1,939 10,085 9,989 10,017 193,086 192,173 193,529 785 788 793 

出典：病院概要（H26～H28）より作成 



１）時系列経営分析 ⑦診療科別収益・患者数・診療単価の推移（入院） 40 

診療科 
入院収入（百万円） 入院診療単価（千円） 入院延患者数（人） 入院1日平均患者数(人) 

H26 H27 H28 H26 H27 H28 H26 H27 H28 H26 H27 H28 

内科 2,128.6 2,141.3 2,206.9 39,793 38,463 39,851 56,784 57,631 55,377 156 158 152 

神経内科 0.4 0.7 1.5 - - 0 - - - - - - 

小児科 129.8 129.0 124.9 36,302 36,036 37,125 3,575 3,584 3,363 10 10 9 

外科 483.8 477.0 616.0 60,516 62,925 65,614 8,061 7,590 9,388 22 21 26 

整形外科 725.5 849.6 866.5 44,395 49,226 45,874 16,680 17,562 18,888 46 48 52 

形成外科 67.3 64.4 58.1 52,402 54,867 56,718 1,313 1,327 1,024 4 4 3 

脳神経外科 383.7 405.1 341.9 32,722 34,375 32,718 11,740 11,896 10,451 32 33 29 

皮膚科 1.1 1.2 1.0 - - 0 - - - - - - 

泌尿器科 147.5 145.3 152.1 38,962 48,282 59,824 2,691 2,341 2,543 7 6 7 

人工透析(再掲) 44.4 33.2 31.2 11,746 12,848 0 - - - - - - 

産婦人科 327.7 348.0 365.0 35,425 34,448 35,371 9,249 10,110 10,320 25 28 28 

眼科 51.1 33.7 33.7 85,823 90,385 77,491 595 373 435 2 1 1 

耳鼻いんこう科 228.9 187.8 178.3 42,729 44,419 47,592 5,357 4,243 3,746 15 12 10 

放射線科 5.5 3.7 7.1 - - 0 - - - - - - 

合計 4,681 4,787 4,953.0 40,337 41,033 42,870 116,045 116,657 115,535 318 320 317 

出典：病院概要（H26～H28）より作成 



 以下の条件で、当院の類似病院を抽出し、新庄病院及び類似８病院の施設基準について調査した。 

２）ベンチマーク分析 41 

都道 
府県 

病院名 

病床数 稼働率 手術関連 救急 
看護配置 
の基準 許可 稼働 ICU HCU 全体 稼働 ICU HCU 

手術有 
退院患者数 

(H27) 

救急車 
受け入れ数 

山形県 新庄病院 452 388 4   65.6% 68.7% 54.5%   3,292 2,127 １０：１ 

Ａ県 a病院 290 260     58.7% 65.4% 0.00%   2,081 1,844 ７：１ 

Ｂ県 b病院 400 400 10 4 82.9% 82.9% 71.2% 43.4% 4,813 3,367 ７：１ 

Ｂ県 c病院 353 343 8 20 73.2% 75.4% 78.0% 76.2% 2,904 2,131 ７：１ 

Ｃ県 d病院 270 247 6   74.9% 81.9% 79.1%   2,907 981 ７：１ 

Ｃ県 e病院 290 247 6 14 57.0% 67.0% 83.5% 85.0% 1,688 1,258 ７：１ 

Ｄ県 f病院 330 317 6   67.0% 69.8% 68.4%   2,926 2,514 ７：１ 

Ｅ県 g病院 325 284 4 8 76.1% 87.0% 90.0% 87.2% 3,561 3,324 ７：１ 

Ｅ県 h病院 291 227 4 4 67.7% 86.7% 82.1% 100.1% 2,621 1,661 １０：１ 

【類似病院の抽出条件】 
 １.総病床数300～400  
 ２.一般病床数250床以上  
 ３.専門病院除く  
 ４.外来投薬料単価500円以内（新庄400円）  
 ５.経常収支比率90％以上 

出典：病床機能報告（H27) ただし、新庄病院の病床数は実績値利用 
     ※手術室数：各病院ホームページより抜粋 
     ※手術有退院患者数：平成28年度第4回 診療報酬調査専門組織・DPC評価分科会,中医協 

【類似病院の概要】 



 当院が取得していない施設基準のうち、当院の類似病院の半数以上が取得しており、当院が取得していない施設基
準は下記のとおりである。 

２）ベンチマーク分析 施設基準の比較－１ 42 

出典：厚生労働省「施設基準の届出等受理状況」 平成29年5月1日現在より作成 

施設基準 新庄 a b c d e f g h 取得 
している 
病院数 稼働病床数 432 260 400 343 247 199 317 284 236 

A102 結核病棟入院基本料   ○       ○ ○   ○ ４ 

A207-2 医師事務作業補助体制加算２     ○ ○ ○ ○   ○ ○ 6 

A207-4 看護職員夜間配置加算   ○ ○       ○ ○   4 

A240 総合評価加算     ○ ○ ○   ○     4 

A301-2 ハイケアユニット入院医療管理料１     ○   ○     ○ ○ 4 

A302 新生児特定集中治療室管理料２     ○   ○ ○   ○ ○ 5 

B005-6-2 がん治療連携指導料         ○ ○ ○ ○ ○ 5 

C152-2 
D231-2 

持続血糖測定器加算 
及び皮下連続式グルコース測定 

  ○ ○ ○ ○ ○       5 

D026 検体検査管理加算(Ⅰ)         ○ ○ ○ ○   4 

D026 検体検査管理加算(Ⅳ)     ○ ○   ○   ○ ○ 5 



（前頁からの続き） 

２）ベンチマーク分析 施設基準の比較－２ 43 

出典：厚生労働省「施設基準の届出等受理状況」 平成29年5月1日現在より作成 

施設基準 新庄 a b c d e f g h 取得 
している 
病院数 稼働病床数 432 260 400 343 247 199 317 284 236 

D211-3 
D211-4 

時間内歩行試験 
及びシャトルウォーキングテスト 

    ○ ○     ○   ○ ４ 

D239-3 神経学的検査   ○ ○ ○   ○       ４ 

E 画像診断管理加算１       ○ ○ ○ ○ ○   ５ 

H001 脳血管疾患等リハビリテーション料 (Ⅱ)   ○     ○ ○ ○   ○ ５ 

J038 透析液水質確保加算１     ○ ○   ○ ○ ○   ５ 

K190 
K190-2 

脊髄刺激装置植込術 
及び脊髄刺激装置交換術 

    ○ ○   ○ ○     ４ 

K721-4 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術   ○ ○ ○     ○     ４ 

K768 体外衝撃波腎・尿管結石破砕術     ○ ○ ○   ○     ４ 

K803-2 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術     ○ ○ ○   ○     ４ 

K920-2 輸血管理料Ⅰ   ○ ○ ○   ○     ４ 

M000 放射線治療専任加算   ○ ○ ○   ○       ４ 



 ２．新庄病院の現状と課題 
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  （1）医療機能の検証 

  （2）経営分析 

  （3）地域の医療機関との連携状況 
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【平成27－28年度 診療科別紹介件数】 

H28 H27

45 １） 診療科別紹介件数の推移 

 平成27年度の紹介件数は8,607件で、平成28年度は8,717人と、紹介件数は増加傾向にある。 
 診療科別では、内科の紹介患者数が最も多く、次いで整形外科、放射線科、外科・乳腺外科の紹介患者数が多

い。 また、皮膚科と小児科の紹介件数の増加率が高い。 

出典：連携医療機関リスト（H27～28） 
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【紹介件数100件以上の紹介元医療機関別紹介患者数の状況】 

最上検診センター 桜クリニック 土田医院 山形大学医学部附属病院 

真室川町立真室川病院 最上町立最上病院 三條医院 ふなしん 

金山町立金山診療所 新庄徳洲会病院 永井医院 小内医院 

新庄クリニック 阿部内科・循環器科クリニック 東山整形外科クリニック 新庄明和病院 

大蔵村診療所 栄町耳鼻咽喉科クリニック 山形県立中央病院 佐藤医院 

こくの医院 きねぶち医院 

46 ２）紹介元医療機関別紹介件数の推移 

 平成28年度の紹介件数は、最上検診センターが最も多く、次いで桜クリニック、土田医院、山形大学医学部附属病
院、町立真室川病院からの紹介件数が多い。 

 H27～H28年度の紹介件数増加率をみると、東山整形外科クリニック(32.7%)・小内医院(30.7%)・こくの医
院(20.4％)の増加率が高い。 

出典：連携医療機関リスト（H27～28） 
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最上検診センターは紹介件数
2,428件(増加率4.2％)のため 
グラフには非表示 


